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達
成
は
社
会
全
体
で

カ ー ボ ン
ニュートラル

国
際
競
争
力
向
上
へ
重
要

日
化
協森川会長

化
粧
品
Ｏ
Ｄ
Ｍ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

三井物産
ケミカル

国
内
４
社
参
画
で
構
築

低
温
反
応
で
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
の
物
性
向
上

理
研
が
解
明

地
球
規
模
の
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
温
暖
化
に

よ
る
気
候
変
動
。
世
界
は
２
０

５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
を
目
指
し
始
め
、
こ

の
ま
ま
で
は
主
に
製
造
工
程
で

Ｃ
Ｏ
２

を
大
量
に
排
出
す
る
化

学
産
業
に
大
き
な
壁
と
な
る
。

し
か
し
、
化
学
産
業
は
こ
れ
ま

で
も
公
害
で
汚
染
し
た
環
境
を

改
善
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

壁
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
現
在
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
化
学
製
品
は
、
従
来
の

重
い
金
属
に
替
わ
る
こ
と
で
軽

量
化
で
き
省
エ
ネ
に
貢
献
し
た

り
、
食
品
な
ど
の
消
費
期
限
を

延
ば
し
フ
ー
ド
ロ
ス
を
削
減
で

き
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
無
視

し
て
は
な
ら
な
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
、
人
類
が
崩
し
た
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す

挑
戦
だ
。
経
団
連
の
新
会
長
に

決
ま
っ
た
住
友
化
学
の
十
倉
雅

和
会
長
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
だ

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
時
に
生
ま
れ

る
。
日
本
企
業
は
十
分
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
展
開
を
目
指
す
」
と
述

べ
て
い
る
。
化
学
各
社
は
す
で

に
Ｃ
Ｏ
２

や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
を
資
源
と
し
て
有
効
活
用

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。一

方
で
５０
年
に
は
世
界
の
人

口
は
１
０
０
億
人
に
達
す
る
と

の
予
測
が
あ
る
。
安
心
・
安
全

な
医
薬
・
医
療
や
食
品
・
水
、

快
適
か
つ
環
境
に
優
し
い
住
宅

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。

革
新
的
な
バ
イ
オ
技
術
や
医
療

機
器
が
支
え
る
健
康
社
会
、
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
化
が
進
む
次
世
代
自
動

車
や
半
導
体
・
電
池
と
い
っ
た

先
端
材
料
が
支
え
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
到
来
は
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
や
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
領
域
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
領
域
も
成
長
分
野
に

位
置
づ
け
、
先
端
技
術
で
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
日
本
の

化
学
企
業
は
経
営
資
源
を
集
中

的
に
投
じ
始
め
て
い
る
。

日
本
の
化
学
産
業
は
持
続
可

能
社
会
、
健
康
社
会
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
到
来
を
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
組
み
換
え
を
急
い
で
い

る
。
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
延
長
だ
け
で
は
、
大
き
く
変

化
す
る
時
代
に
生
き
残
れ
な
い

と
い
う
危
機
感
が
背
景
に
あ

る
。
さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
３０
年
後
に
実
現
す
る

た
め
に
は
、
残
さ
れ
た
時
間
は

多
く
な
い
。

と
り
わ
け
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
や
循
環
経
済
に
適
合
す

る
よ
う
、
既
存
事
業
モ
デ
ル
を

変
え
、
技
術
・
製
品
を
生
み
出

す
た
め
に
は
、
大
き
な
投
資
が

必
要
に
な
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
領
域
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
領
域
の
成
長
事
業
で
資
金
を

稼
ぎ
、
既
存
事
業
モ
デ
ル
を
持

続
可
能
社
会
に
適
合
す
る
モ
デ

ル
に
変
え
、
適
合
す
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
資
金
に

充
て
る
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、

こ
れ
が
日
本
の
化
学
企
業
が
当

面
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
だ
。

繰
り
返
す
が
、
悲
鳴
を
あ
げ

る
地
球
を
癒
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
が
と
も
な
う
。
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
改
革
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
を
同
時

並
行
で
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
そ

し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
化
学
企
業
・
業
界
だ
け
で
成

し
え
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
実

現
し
な
い
。
社
会
全
体
が
こ
れ

ま
で
の
地
球
資
源
の
際
限
の
な

い
消
費
を
反
省
し
、
新
し
い
社

会
に
生
ま
れ
変
わ
る
覚
悟
が
問

わ
れ
る
。
化
学
は
時
代
の
要
請

に
応
え
、
そ
う
し
た
社
会
を
リ

ー
ド
す
る
主
役
の
役
割
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

人
類
は
こ
の
数
百
年
間
、
地
球
の
資
源
を
野
放
図
に
利
用
し
、
自
ら
の
利
益
や
効
率
を
優

先
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
環
境
や
生
態
系
は
破
壊
さ
れ
、
社
会
に
は
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
バ
イ
オ
技
術
な
ど
の
科
学
技
術
は
加

速
度
的
に
進
歩
し
、
生
活
や
暮
ら
し
、
社
会
そ
の
も
の
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
悲
鳴

を
あ
げ
る
地
球
を
救
い
、
人
類
は
よ
り
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
と
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築

で
き
る
の
か
。
化
学
な
ら
可
能
だ
。
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

戻
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
供
給
し
、
人
口
爆
発
で
ひ
っ
迫

す
る
食
糧
・
水
の
増
産
に
貢
献
す
る
な
ど
、
課
題
解
決
の
中
心
に
い
る
の
が
化
学
で
あ
る
。

化
学
工
業
日
報
は
本
日
付
か
ら
紙
面
を
刷
新
し
た
。と
く
に
「
持
続
可
能
社
会
」「
健
康
社
会
」

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
に
焦
点
を
当
て
、
社
会
課
題
の
解
決
に
挑
む
化
学
の
姿
を
追
う
。

タカラバイオや東ソー、東洋紡など

各社が新型コロナウイルス感染症の遺

伝子検査薬を相次ぎ増産する。感染力の強

い変異株の流行を受け、政府は現状１日２０

万回のＰＣＲ検査能力を倍増する方針を打

ち出し、感染者や濃厚接触者に加えて陰性

確認などにも検査需要が広がる。こうした

特需が各社のコロナ関連事業を潤す一方、

不安材料も。検査薬を作る一部の設備は調

達困難に陥り、半導体不足は検査装置の増

産の足かせになる懸念が出ている。（コロナ

検査薬を製造する東ソー子会社の工場）

２ 持続可能社会、環境制す者が市場制す

３ 自動車安全部品事業を変革�ダイセル

５ アミノ酸技術で認知機能維持�味の素

６ 活況の半導体市場、材料増強も相次ぐ

７ 電池業界で著名な２氏、「復権」へ提言

１０ トヨタ、ＭＩの利活用で最適解を提供

日
本
化
学
工
業
協
会
（
日

化
協
）
の
森
川
宏
平
会
長（
昭

和
電
工
社
長
）
は
２１
日
の
定

例
会
見
で
、
温
暖
化
ガ
ス
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
抑
え
る

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

に
つ
い
て
「
社
会
全
体
で
達

成
す
べ
き
目
標
」
と
語
っ
た
。

同
日
、
日
化
協
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
化

学
業
界
と
し
て
の
考
え
方
を

公
表
。
森
川
会
長
は
「
化
学

業
界
は
自
ら
の
生
産
活
動
に

限
定
せ
ず
、
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
（
供
給
網
）
全
体
の
温

暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
に
貢
献

し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

同
日
公
表
し
た
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
化
学

産
業
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
」

で
、
政
府
の
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

を
「
野
心
的
な
目
標
」
と
表

現
し
た
。
森
川
会
長
は
「
従

来
の
延
長
線
上
で
は
到
達
で

き
ず
、
考
え
方
自
体
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
言
及
。

そ
の
う
え
で
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
化
学

産
業
が
進
め
る
技
術
革
新
へ

の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
り
、
日
本
の
化
学
産
業
が

国
際
競
争
力
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削

減
も
重
要
。
そ
こ
に
向
け
た

決
意
を
『
野
心
的
』
と
い
う

言
葉
で
表
現
し
た
」
と
述
べ

た
。同

ス
タ
ン
ス
で
は
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化
や
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）、二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
回
収
・
利
用

す
る
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
」
や
人
工
光

合
成
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

原
料
に
戻
す
「
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
」
な
ど
の
技
術
開

発
、
社
会
実
装
に
よ
っ
て
、

生
産
活
動
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
料
由
来
の
温
暖
化

ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
こ

と
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
と
し
て
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
技

術
や
軽
量
化
・
長
寿
命
化
を

実
現
す
る
製
品
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
温
暖
化
ガ
ス
排

出
削
減
に
貢
献
す
る
、
２
本

柱
を
示
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
貢
献
す
る
技
術
開
発
に
つ

い
て
、
森
川
会
長
は
「
複
数

の
技
術
開
発
が
走
り
出
す
形

に
な
り
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

ど
の
よ
う
に
示
す
か
が
重
要

に
な
る
」
と
指
摘
。「
そ
の
中

心
を
担
う
の
が
日
化
協
の
役

割
で
あ
り
、
国
な
ど
と
も
し

っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

三
井
物
産
ケ
ミ
カ
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
、
柳
澤
誠
一

社
長
）
は
化
粧
品
Ｏ
Ｄ
Ｍ（
相

手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
開
発

・
製
造
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
す
る
。
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
Ｏ
Ｄ
Ｍ

メ
ー
カ
ー
４
社
の
参

画
を
得
て
、
国
内
外

の
幅
広
い
企
業
向
け

に
、
日
本
の
高
品
質

化
粧
品
を
生
産
・
供

給
す
る
仕
組
み
を
作

る
。
中
長
期
的
に
同

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
て
１
０
０
億

円
規
模
の
売
り
上
げ

を
目
指
す
。

４
月
末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

「
Ｊ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
参
画

す
る
Ｏ
Ｄ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
は
昨

年
、
三
井
物
産
ケ
ミ
カ
ル
が

出
資
し
た
ア
ン
ズ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
大
阪
市
、
山
田

昌
良
社
長
）、ア
サ
ヌ
マ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
中

野
区
、
麻
沼
雅
海
社
長
）、彩

資
生
（
埼
玉
県
狭
山
市
、佐
々

木
良
逸
社
長
）、東
洋
ビ
ュ
ー

テ
ィ
（
大
阪
市
、
岩
瀬
史
明

社
長
）
の
４
社
。
ス
キ
ン
ケ

ア
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
、
ヘ
ア

ケ
ア
、
ボ
デ
ィ
ー
ケ
ア
な
ど

各
分
野
で
強
み
を
持
つ
企
業

が
集
ま
っ
た
。

同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
国
内
外
の
化
粧
品
ブ
ラ
ン

ド
オ
ー
ナ
ー
、
フ
ァ
ブ
レ
ス

メ
ー
カ
ー
、
化
粧
品
ビ
ジ
ネ

ス
に
参
入
を
目
指
す
異
業

種
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

な
ど
か
ら
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
を
通
じ
て
Ｏ
Ｄ
Ｍ
を
受

注
。
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
、

企
画
提
案
、
処
方
開
発
、
生

産
、
物
流
ま
で
ト
ー
タ
ル
で

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
く
。
４
社
と
も
国
内
に

生
産
拠
点
を
有
し
、
日
本
の

優
れ
た
製
造
技
術
を
駆
使
し

た
、
高
品
質
の
化
粧
品
を
供

給
可
能
。
国
内
企
業
だ
け
で

な
く
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
」
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高

い
中
国
企
業
な
ど
か
ら
も
受

注
を
目
指
す
。

将
来
的
に
同
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
中
核
基
盤
に
、
三

井
物
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

化
粧
品
事
業
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
を
目
指
す
。
商

品
企
画
に
は
三
井
物
産
本
体

が
出
資
し
、
三
井
情
報
が
提

供
す
る
英
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン

社
の
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
蓄
積
さ
れ

た
消
費
者
デ
ー
タ
か
ら
未
来

の
ト
レ
ン
ド
を
予
測
す
る
も

の
で
、
ヒ
ッ
ト
す
る
確
度
が

高
い
商
品
を
企
画
提
案
し
て

い
く
。
販
売
で
は
米
国
三
井

物
産
が
２
月
に
立
ち
上
げ
た

日
本
製
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
サ
イ

ト
「
Ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ

Ｂ
ｅ
ａ

ｕ
ｔ
ｙ

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ
（
シ
コ
ー
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
）」
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。

日
本
化
学
工
業
協
会
は
、「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
化
学
産
業

と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
」
を
策
定
し
た
。

化
学
産
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
特
定
し
た
う
え
で
、
生
産
活
動

に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
の
取
り

組
み
お
よ
び
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
た
削
減
貢
献
の
考
え
方
を
定
め
、

あ
わ
せ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の

社
会
実
装
の
完
遂
に
向
け
て
政
府
へ

要
望
す
る
こ
と
を
ま
と
め
た
。

日
化
協
は
２
０
１
７
年
５
月
に

「
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
解
決
策
を

提
供
す
る
化
学
産
業
と
し
て
の
あ
る

べ
き
姿
」
を
策
定
・
公
開
し
て
い
る

が
、
政
府
の
５０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
を
受
け
、
そ
の
政
策
を

実
現
す
べ
く
、
化
学
産
業
と
し
て
の

貢
献
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

お
い
て
は
、
循
環
型
社
会
の
視
点
に

立
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
取
り

組
み
・
評
価
が
重
要
。
日
化
協
は
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協

働
し
、
製
品
の
使
用
・
廃
棄
段
階
を

含
め
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
の
仕
組
み

構
築
と
、
そ
の
評
価
方
法
の
確
立
な

ど
の
社
会
実
装
の
課
題
に
取
り
組

み
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
。

�…「コロナ禍に
よる落ち込みからの

回復が進むものの、

本格的な経済環境の

回復が見通しづら

い」と語る

のは大阪ソ

ーダの寺田

健志社長。

同社は２０２１

年度から２２

年度までの

新中期経営

計画「ＥＭＰＯＷＥ

Ｒ ＴＨＥ ＮＥＸ

Ｔ�２２」を策定。「ま
ずは目の前の２年間

に集中する」と本格

的な回復期での飛躍

に向けた各施策に取

り組む。２３年度から

３カ年の次期計画を

実行し、最終年度と

なる２５年度の売上高

１０００億円の達成につ

なげる方針だ。

�…新中計ではレ
ジリエントな事業基

盤の構築、マーケッ

トイン型開

発の推進、

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ

（持続可能

な 開 発 目

標）への取

り組みとと

もに、企業

文化・組織風土の改

革を基本方針に掲げ

る。業務システムお

よび人事制度の刷新

や全階層にまたがる

業務改革活動を通じ

「組織力・人材力の

底上げを図る」。

全
国
紙
の
人
物
欄
に
、
林
璃
菜
子

さ
ん
が
京
大
医
学
部
に
飛
び
級
入
学

し
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

こ
の
名
前
ど
こ
か
で
見
た
な
、
と
思

い
な
が
ら
読
み
進
め
る
と
、
国
際
化

学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得

と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

っ
き
り
思
い
出
し
た
。
昨
年
の
化
学
五
輪
入
賞
の
ニ
ュ

ー
ス
だ
。
璃
菜
子
と
い
う
名
前
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の

で
記
憶
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
▼
小
学
生
の

こ
ろ
に
炎
色
反
応
や
有
色
イ
オ
ン
の
き
れ
い
な
写
真
を

見
た
の
が
、
化
学
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
だ
と
い
う
。
東
大
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
学
生
た
ち
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
彼
ら
も
実
験
な
ど
で

目
の
前
で
起
こ
る
反
応
の
美
し
さ
へ
の
感
動
に
よ
っ
て

化
学
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
と
語
っ
て
い
た
▼
さ

て
、
飛
び
級
だ
が
、
現
在
日
本
で
は
京
大
、
千
葉
大
、

東
京
芸
大
な
ど
７
大
学
で
学
部
を
限
定
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
理
系
や
芸
術
な
ど
専
門
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る

分
野
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
優
れ
た
人
材
は
、
本
人
が

求
め
る
な
ら
高
い
レ
ベ
ル
の
環
境
に
積
極
的
に
進
め
ば

い
い
と
思
う
が
、
社
会
性
獲
得
の
問
題
な
ど
そ
う
簡
単

で
は
な
い
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
▼
生
き
る
と
い

う
こ
と
が
、
人
や
自
然
と
の
た
え
ま
な
い
反
応
の
連
続

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
飛
び
級
は
ひ
と
つ
の
美
し
い
効
率

的
な
反
応
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
き
れ
い
な
写

真
や
教
員
の
上
手
な
授
業
や
実
験
が
、
そ
の
重
要
な
触

媒
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

（
２１
・
５
・
２４
）

理
化
学
研
究
所
の
星
野
大

樹
専
任
研
究
員
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

を
１
０
０
度
Ｃ
の
低
温
で
反

応
さ
せ
る
こ
と
で
、
硬
化
後

に
高
密
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
し
や
す
く
、
よ
り
硬

度
や
耐
熱
性
が
向
上
す
る
こ

と
を
突
き
止
め
た
。
硬
化
過

程
は
モ
ノ
マ
ー
同
士
の
結
合

に
よ
る
オ
リ
ゴ
マ
ー
化
、
オ

リ
ゴ
マ
ー
間
の
架
橋
反
応
に

よ
る
ゲ
ル
化
、
架
橋
構
造
高

密
度
化
の
３
段
階
で
の
進
行

が
理
想
的
と
し
た
。

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
は
硬
化
剤

と
混
合
し
て
加
熱
し
て
硬
化

さ
せ
る
。
加
熱
条
件
に
よ
っ

て
物
性
（
硬
さ
）
が
異
な
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、

分
子
レ
ベ
ル
で
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
�
８
で
の
Ｘ
線
光

相
関
分
光
法
（
Ｘ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）

に
よ
る
分
析
で
解
明
し
た
。

ソリューションプロバイダーとしての化学産業の取り組み

①原料の炭素循環

ＣＯ２の原料化（ＣＣＵ）、バイオマスの原料利用、炭素源とし

ての廃棄物（廃棄プラスチック等）利用など

②エネルギー利用極小化へのプロセス、構造の転換

桁違いの省エネルギー達成に向けた技術革新（膜分離プロセ

ス等）、エネルギー変換（電気エネルギ－を熱エネルギーへ）の

技術革新、ＤＸの活用など

③製品のライフサイクルを通したＧＨＧ排出削減

バリューチェーン全体のイノベーションにつながる新素材の

開発、業界枠を超えた協働体制の構築

④炭素循環社会に向けた技術・ビジネスモデルの海外への展開

日本の技術とシステムをビジネスベースで国際的に展開

新型コロナウイルス検
査薬を相次ぎ増産 ４

�

きょうから新紙面

カーボンニュートラルカーボンニュートラル 化
学
産
業
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
策
定

持
続
可
能

健
康

デ
ジ
タ
ル

課題解決へ真価問われる

化学は社会の主役
カーボンニュートラルへの挑戦

Ｏ
Ｄ
Ｍ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
サ
イ

ト
画
面
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